H26年　福井セミナー　プログラム
時間帯は、あくまで目安であり、ダイナミックに変動する可能性があります。
○…講演者
8月10日（日）
	11:20~11:30
	挨拶（谷先生）

	11:30~12:15
	レクチャー
題目：THz波の電気光学サンプリング.
著者：○谷 正彦
所属：福井大学遠赤外領域開発研究センター
概要：THz波の電気光学サンプリングの原理と応用例について議論する。

	12:15~13:00
	レクチャー
題目：プラズモン超集束の基礎知識
著者：○栗原一嘉
所属：福井大学教育地域科学部
概要：プラズモン超集束に関する知っておくべき基礎的な知識を
解説する。光領域のプラズモン超集束を基礎として、テラヘルツ波
領域のプラズモン超集束をどのように理解すべきかを議論する。

	13:00~15:00
	昼食（シェフナカオ）

	15:00~15:45
	レクチャー
題目：半導体レーザーカオスを用いたTHz波発生
著者：○桒島史欣、
概要：レーザーカオスを用いたTHz波の発生についてこれまでの研究を
総括する。

	15:45~16:30
	Title : Measurement of Low Temperature-Grown GaAs Carrier Lifetime

 by Double Pump Terahertz Time-Domain Spectroscopy
Author : ○Valynn Katrine Mag-usara
Institution : FIR FU

	16:30~17:15
	題目：宇宙マイクロ波背景放射（CMB）の偏光観測実験のための
　　　超伝導検出器の開発
著者：○大谷知行
所属：独立行政法人　理化学研究所
概要：

	18:30~
	夕食（桒島邸）


8月11日（月）
	9:30~10:15
	題目：「光導波路と量子井戸～似ているところ・非なるところ」
著者：○礒島 隆史
所属：独立行政法人　理化学研究所
概要：光導波路に関するチュートリアル的なもの

	10:15~11:00
	題目：表面粗さを有する誘電体のテラヘルツ反射計測
著者：○福地哲生　布施則一　*水野麻弥　*福永香
所属：電力中央研究所　*情報通信研究機構
概要：テラヘルツ波の見かけ上の反射率に基づく，表面粗さを有する
誘電体の屈折率測定法を考案し，セラミックス製コーティングに
適用した。また，見かけ上の反射率の周波数特性に基づく表面粗さ
測定を行った。

	11:00~11:30
	写真撮影

	11:30~14:30
	昼食（日本海寿司）

	14:30~15:15
	題目：ガルバノスキャナを用いたQCL－THzカメラ系による
塗膜下発錆検出
著者：○布施則一，福地哲生，中島慶人，小田直樹＊，石勉＊，
水野麻弥＊＊，福永香＊＊
所属：電力中央研究所，＊日本電気，*＊情報通信研究機構
概要：塗膜下腐食が生じた塗装鋼板に対しQCLとガルバノスキャナを
用いたTHzカメラ測定を実施した。TDSラスタスキャンに比べ，
11倍程度の測定高速化が見込まれる。画像連結も容易で，
空間分可能およびダイナミックレンジもTDS測定度同程度の
ものが得られる。

	15:15~16:30
	森川 治
題目：金属V溝構造でのsub-THz電磁波の超集束とその評価
著者：○森川 治1，山本 晃司2，谷 正彦2，栗原 一嘉2，桒島 史欣3，
藤田 正実1，萩行 正憲4
所属：海保大1，福井大2，福井工大3，阪大レーザー研4
概要：テ―パをつけて向かい合わせた金属台形板対(V溝)に沿って
MLD-TDSのsub-THz電磁波を導波させ､電磁波の集光径を
どの程度小さくできるかとその評価の仕方についての検討･
実験結果を報告する。

	16:00~16:30
	休憩（30分）

	
	

	
	

	
	

	16:30~17:00
	題目：半導体レーザーカオスを用いて発生したTHz波の金属V溝での
　　　超収束による検出感度向上、それに対する放物面鏡の軸外し
焦点距離への依存
著者：○岸端 俊宏、奥山 豪、赤峰 勇佑、白尾 拓也、桒島 史欣、
谷 正彦A、栗原 一嘉B、山本 晃司A、萩行 正憲C、長島 健C、
岩澤 宏D
所属：福井工業大学、A福井大遠赤センター、B福井大教育、
C阪大レーザーエネルギー学研究センター、D福井大学名誉教授
概要：半導体レーザーカオスを用いて発生させたTHz波を金属V溝による
検出で検出感度向上を目指す。今回は、検出側の放物面鏡軸外し
焦点距離とその焦点位置の変化による検出感度への影響について報告する。

	17:00~17:30
	題目：テラヘルツ帯時間領域コヒーレントラマン分光法の研究
著者：○中江瞬
所属：福井大学遠赤外領域開発研究センター
概要：

	17:30~18:00
	題目：cherenkov位相整合を用いたテラヘルツ波のEOサンプリング
著者：○堀貴陽
所属：福井大学遠赤外領域開発研究センター
概要：

	18:00~18:10
	挨拶（桒島先生）

	18:30~
	夕食（遠赤センター）


